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①講演会の開催 

 「読み聞かせ」シンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月９日（土）に庄内小学校において、第９回「読

み聞かせ」シンポジウムを毎日新聞社と豊中市教職員組

合主催で行いました。 

当日は、童話作家の村上しいこさんをお招きし、アナ

ウンサーの関岡香さんに「すいはんきのあきやすみ」の

読み聞かせをしていただきました。その後、村上さんに

ご自身の生いたちをふまえながら、本との出会い、人と

の出会い、絵本づくりについて語っていただきました。

それに続くシンポジウムでは、村上さん、小学校校長、

中学校図書館司書、地域お話サークルの方々にそれぞれ

の立場から読み聞かせの活動の様子や、そのよさを話し

ていただきました。 

 

 

 

読み聞かせの意義や魅力について 

 

参加者の方の感想 

 

村上しいこさんの自身の体験を交えたお話が、大

変に印象に残りました。たった一人の教師が彼女を

抱きしめ、彼女の人格を認め、愛情をそそいだこと

によって、彼女は蘇生したように文学に目覚めて、

才能を発揮していく。そして、現在はたくさんの子

どもたちに希望を与える存在となられました。私た

ちの活動もとても微力ですが、きっと誰かのために

なるのかな？と勇気をいただきました。 

関連する取り組みの番号 

   ８ 

子ども読書活動推進事業 ピックアップ 

領域ごとの取組みや日頃の活動の中からいくつかピックアップし、写真や参加者のコメントなどを紹介します。 

 


